
 

簡単な見積書の場合、見積書（縦書き）を利用すれば表紙の登録行数が多い為 

1枚で完結することができ、大変便利です。 
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顧客検索結果表示欄 
に表示されている顧客 
が伝票作成対象です。 





縦書きは簡単な見積書、見積項目の多い場合など 
にも利用出来ます。 
 

見積書の縦書きは表紙の登録行が横書きの６項目 
に対して２０項目ありますので簡単な見積書であれば 
改ページせず、１枚で完結することができ、便利です。 
 

また、見積項目が６項目以上ある場合などの見積項目 
が多い見積書にも利用できます。 
 

今回は簡単な見積書を作成する場合を例に取って 
解説します。 
 
 
備考） 
・見積項目が多い場合で、改ページして使用する場合の作成 
 手順は横書きと同様です。 
 ただし、見積書作成 上級編 で解説した詳細見積作成での 
 明細集計シートの機能は有りません。従って、主として、 
 民間工事、比較的簡単な公共工事に利用します。 
 

 なお、比較的簡単な公共工事とは工事種別が新営機械設備 
 工事のみなどの場合をさします。 工事種別が2つ以上ある 
 場合は見積書の横書きで詳細見積作成を使用します。 

 

  







電気伝票記入区分 

備考） 
 

・基準労務単価17,000円は見積初期設定で 
 材料データ労務費一括変換ボタンを押すと左の表が現れます。 
 

 初期値は兵庫県での基準労務単価です。お住まいの地域の 
 労務単価を調査し、変更登録することで、材料データシートの 
 値も連動して複合単価が再計算されます。 







備考） 
・「公共建築工事共通費積算基準」 平成２３年度版 国土交通省大臣官房官庁営繕部 により 
 共通費の算出式に工事期間という項目が新たに追加されました。  
 

 種別で新営電気設備工事を選択したため、右上の計算表（青カッコ）で共通費が計算されます。 
 



備考） 
 

・原価計算、請求書作成など見積書横書きと 
 同様です。 
 

・ここでは例として公共工事の共通費として諸経費を 
 算出しましたが、民間工事の場合の諸経費算出方法 
 は見積書横書きと同様に出来ます。 




